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これらの表から，次のことがわかる。
a．専の底心は，概して俸の主婦よ
　りも，PTAの寄り合いlcは出る
　ことが少ない。（第45表）
b．しかし，専の主婦は，捧の主婦
　よりも町内。部落：内の寄り合いに
　は多く出る。（第46表）
c．PTAや町内・部落内の寄り合
　いなどの改まった言語生活の場面
　で，専の主婦は，俸の主婦よりも，
　発言することが少ないQ（第47表（イ））
d．大づかみに言えば，専の主婦は，
第48表
　奥さんは，そういう改まった寄り合い
　の庸では，とやかく文句を言うのは，
　さしひかえたほうがよいとか，発言す
　るのもなるべくさしひかえたほうが，
　無難でよいとお考えになりますか。
専 農　　俸給生活者
嫡集計
そう考える
そうは考え
ない
どちらとも
いえない
無　　　論
人　　　数
45．8　5Ll　49．3
33．3　36．2　35．2
12．5　O　4．2
S．2　12．8　IL3
24　47　71
面　集　訴
26．7　33．3　27．3
60．0　66．7　60．6
13．3　O　12．1
o　　o　　o
30　3　33
　　言うべきものをもっているのに言
　　わないという傾向をもち，俸の主
　　婦は，言うべきものをもっていな
　　いから言わないという傾向をもつ
　　ているということができる。　（第
　　47表（m））
　e．専と俸の主嬬の言語行動のこの
　　ような違いは，改まった寄り合い
　　の席では，とやかく文句を言うの
　　はさしひかえたほうがよいと考え
　　るかどうか，また，発言するのも
　　なるべくさしひかえたほうが無難
　　でよいと考えるかどうかという，
　　これら二つの層の主婦の態度の違
　　いに直接ねざすものであろう。（第
　　48表）
　次に，以上のことを高女・高校卒の
者についてみると，第49～52表のよう
になる。
第51表（イ）
　PTAや町内（部落内）の改まった嵜り
合いなどで，話し合いの議題になって
　いることについて，こうしたほうがよ
　いとか，こうしてはいけないとか，こ
　うしてもらいたいとかbう奥さん自身
　の意見や希望があった場合，奥さんは，
　それを皆さんの前で，はっきりおっし
　やったことがありますか。（高女・高
　校卒）
専 農　　俸給生活者
面集計1面集計
??????4e．　O　71．4　63．2
6e．O　7．1　21．1
　0　21．4　15．8
　5　14　19
5B．8　leO　63．2
41．2　e　36．8
　0　　0　　0
17　2　19
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第49表
　奥さんは，PTAの集りに一年に何測
　ぐらい出られますか。（高女・高校卒）
??????
専 者活生給
?
農
面集計悔集計
5．1　Zl　6．3
5　14　19
7．3　9．5　7．4
17　2　19
第50表
　奥さんは，町内（部落内）の寄り合い
　には一年に何回ぐらい出られますか。
　（高女・高校卒）
陣 劇俸雛瀦
1面集計面集計
??????
4．2　15．2　11．5
5　14　19
1．7　15．0　3．5
17　2　19
第51表くu）
　（「ない」と答えた：人に）奥さんは，意
　見や希望をおもちになったことがあり
　ませんか。（高女・高校卒）
??????
???…、
農俸給生活者
i面　集　計｝面　集　計
100　leO　leO　i　28．6　O　28．6
0　o　el　7i．4　e　7i．4
g　o　ol　o　o　e
3　　1　41　7　　0　　7
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第52表
　奥さんは，そういう改まった寄り合い
　の席では，とやかく文旬をいうのは，
　さしひかえたほうがよいとか，発言す
　るのもなるべくさしひかえたほうが，
　無難でよいとお考えになりますか。（高
　女・高校卒）
1専 農
1面集計
そう考える
そうは考え
ない
どちらとも
いえない
無　　　野
人　　　数
60．0　50．0　52．6
20．0　21．4　21．1
20．0　O　5．3
O　28．6　21．1
5　14　19
俸給生活者
面　集　計
23．5　50．0　26．3
58．8　50．0　57．9
IZ　6　O　15．8
o　　o　　o
17　2　19
　これらの表から，次のことがわかる。すなわち高女・高校卒の学歴をもってい
る主嬬の間でも，
　a・専の主婦は，俸の主婦よりもPTAの寄り合いに出席することが少ない。
　　（第49表）
　b・しかし，専の主婦は，俸の主婦よりも町内・部落内の寄り合いにははるか
　　に多く出る。（第50表）
　c．PTAや部落内の寄り合いなどの改まった言語生活の場面で，専の主婦
　　は，俸の主婦よりも発言することが少ない。（第51表（イ））
　d．専の主婦が発言しないのは，発言すべきことがらをもたないからなのでは
　　ない。もっていても，発言しようとしない。俸の主婦は，この逆。（第51表
　　（or＞）
　e．専の主婦は，改まった寄り合いの席では発書すべきでないという態度や意
　　識を，俸の主婦よりも強くもっている。（第52表）
　つまり，前に全体的に見た場合の傾向と，少しも変わっていないのである。
日　言語生洋研究における個人と集団。社会の問題
　以上8⑫に述べたことを，ここで要約すると，次のようになるQ
　二つの職業層の家族の主婦は，同じ島根県松江市の同じ年齢層・同じ学歴届の
中にある市艮であり，同じ構成の家族の主婦でありながら，一一方が農村的地域社
会の専農家族の主婦であり，他方が都市的地域社会の俸給生活者家族の主婦であ
るという条件の違いによって，その言語生活・言語行動のいくつかの側面で，次
にあげるようなはっきりした断層を見せている。
　専の主婦は，俸の主婦に比して，
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　1．手紙・葉書を受けとることが少ないQ
　2．手紙・葉書を書くことが少ない。
　3．家族という集団全体あてにきた手紙や葉書の返事を書く，学校・市役所な
　　どに出す届や申告書の類を書く，家計簿をつけるなどの，集団内での役割行
　　動をとることが少ないQ
　4．新聞・雑誌・週刊誌などを読むことが少ない。
　5．　k分の読みたい本や雑誌を自分で買うことも少ない。
　6．　テレビ（ラジオ）を見る（聞く）ことが少ない。俸の主婦との比較におい
　　て少ないばかりでなく，夫・しゅうと・しゅうとめ・父・母・子どもなど，
　　自分の家族の他の成員との比較においても少ない場合が多い。
　7．夫・しゅうと・しゅうとめに対して，言うべきことは言うというはつきり
　　した言語行動をとることが少ない。また，そのような言語行動はとるべきで
　　ないという態度や意識を強くもっている。
　8．　PTAの寄り合いにはあまり出席しないが，部落内・町内の審り合いには
　　多く出席する。
　9．　しかし，PTAや部落内・町内の寄り合いなど，改まった言語生活の場面
　　で，自分の意見や希望を述べるなどという，積極的な言語行動をとることが
　　少ない。
　10．改まった言語生活の場面で，意見や希望を述べないのは，意見や希望をも
　　たないからではない。意見や希望をもっていても，それを述べないという傾
　　向を強くもっている。
　11．専の主婦の言語行動にみられる，このような傾向は，改まった言語生活の
　　場面では，積極的に発言すべきではないという態度や意識に強くささえられ
　　ている。
　わたしたちの調査は，ほぼ上のような事実を明らかにすることができた。それ
では，二つの職業層の主婦の言語生活・言語行動のいくつかの側面で，このよう
な事実が存在するのは，なぜか。このことが次に問題になってくる。
　しかし，それには，わたしたちのたてた調査の前提条件から言って，当然，農
村的地域社会の払出家族の主婦であるということと，都市的地域社会の俸給生活
者家族の主婦であるということが，具体的にどのような違いをもっているのか，
の高いに対する回答を準備することからはじめなければならないだろう。
　くだいていえば，次の二つの問いに対する回答を準備することである。
　254言語生活研究覚え書き
　1．　同じ直系家族の主婦でありながら，その家族の従事する職業が一方は専農
　　であり，他方は俸給生活者であるという違いが，その主婦を中心とした，家
　　族の集団構造や集団としての性格にどのような違いをもたらすのか。
　2．家族のおかれている地域社会が，一方は農村的社会であり，他方は都毒的
　　祉会であるという場合，これら二つの社会の性格や構造は，どのような違い
　　をもち，そして，その違いは，その社会の中における個人のあり方にどのよ
　　うな違いをもたらすことになるのか。
　個人の問題は，ここで偲人の問題であることを越えて，集団や社会の問題とな
るQ個人の言語生活・言語行動の研究は，ここで，個入の生活や行動の問題をも
っぱら集団や社会の観点からとらえようとする社会学（この場合，家族社会学や
都市・農村社会学など）や社会心理学と結びついてくるQ
　人間の言語生活や言語行動の研究や調査には，ある場合には，それを人間の
「生活」の一つの問題として，「行動」の一つの問題としてとらえる立場が必要で
ある。そして，ある場合にはその「入間」の生活や行動を，「個人」としての生
活や行動のほかに，「集団や社会の成員」としての生活や行動としてとらえる立
場も必要になる。
　しかし，個人の書語生活・言語行動に関する問題を，もっぱら国語学の未開拓
領域の問題（？）としてとらえようとする国語学者の多くは，わたしの勤務する
国語研究所の内と外とを問わず，このような問題とその異装には，さしたる理解
力も包容力ももっていないように見える。
　国語学が「国語」それ自身の体系的な認識という固有の研究領域のほかに，仮
にそこに「言語」という語がつくにせよ，「生活」や「行動」というきわめて異
質な問題までも，その未開拓領域としてかかえこむことについては，おそらく騒
語学自身の内部でさえも，問題のあることなのであろうと思うのだが………。国
語学の外にあるものとして，わたくしは，いつもこのような疑問をもっている。
（1ee4．Ie．25）
